
ネットワーク・パーティション
（VRF）機能により基幹系と情報系、
2つのネットワークを統合

――日本海総合病院の概要を教えてください。
佐々木　同じ市内にあった2つの病院（山形県
立日本海病院、酒田市立酒田病院）が、診療の
効率化のため2008年4月に統合、独立行政
法人「山形県・酒田市病院機構」として発足し
ました。現在、旧日本海病院が急性期の患者さ
んに特化した「日本海総合病院」、旧市立病院
が回復期・慢性期の患者さんを対象とする「日
本海総合病院酒田医療センター」として、それ
ぞれの役割を担っています。

当院はかねてより医療サービスとIT環境の強
化に向けて積極的に取り組んでおり、2006
年度には電子カルテを導入しました。また、
2014年度には医療における「マイナンバー
カード」を活用した公的個人認証サービスに
ついて国の実証実験に参加しています。

――新たなネットワークの構築に至った背景
をお聞かせください。
佐々木　既存の環境では、電子カルテ用の基
幹系ネットワークと事務処理やインターネッ
ト閲覧などに利用する情報系ネットワークそ
れぞれにコアスイッチがあり、別個のネット
ワークを構成していました。そのためネット
ワークが複雑化してしまい、運用負荷やコスト
の増大が問題になっていたのです。そこでネッ
トワーク・パーティション（VRF）（※1）機能を
使って基幹系と情報系を仮想的に統合し、
ネットワークをシンプルにできないかと考え
ました。

また、当時の情報系ネットワークは各部署が

山形県庄内地方の中核病院である日本海総合病院は、電子カルテのための基幹系ネッ
トワークと事務作業やインターネット閲覧などに利用する情報系ネットワークを、アラ
クサラのコアスイッチ「AX8616S」のネットワーク・パーティション（VRF）機能を使い
セキュリティを確保しながら仮想的に統合。フォールト・トレラント・スイッチによる内部
冗長とリンクアグリゲーションにより、シンプルなネットワークを実現した。また、運用管
理ツール（AX-NU）を活用することで、ネットワーク内のループを検知し運用も効率
化。さらに、SDカードによるコマンドレス保守が可能になったことで、故障時のダウンタ
イムを短縮している。

VRF機能を使って基幹系と情報系ネットワークを仮想的に統合
シンプルでセキュアなネットワークを実現し、運用も効率化

独自に拡張を繰り返したせいでブラックボッ
クス化が進んでおり、システムを預かる医療
情報課でも把握していない部分が存在してい
ました。結果、品質や性能もバラバラの野良ハ
ブが乱立することになり、ループや遅延がしば
しば発生していたのです。そこで、既存スイッ
チの老朽化を機にネットワーク全体の見直し
を検討することにしました。

1台の筐体に2台分の装置を備えた
「AX8616S」で障害発生ポイント
の少ない冗長構成を実現

――コアスイッチにアラクサラのAX8616S
を採用した理由をお聞かせください。
佐々木　VRF機能によって、シンプルで安定
したネットワークが構成できると考えたから
です。これまで通りのやり方では、基幹系と情
報系それぞれにスイッチを用意するため、バッ
クアップまで考えると4台のスイッチとスペー
スが必要になります。一方、AX8616S の
VRF機能を使えば、1台のスイッチで仮想　的
に2つのネットワークが構築できますから、コ
ストとスペースの削減が可能です。また、
AX8616Sはスイッチ内部で冗長化できる
フォールト・トレラント・スイッチ（※2）ですか
ら、複雑さを排除した障害発生ポイントの少
ない冗長構成が実現できると判断しました。

VRFやVLANについてのセキュリティ性を懸
念する方も少なくありませんが、その点には不
安はありませんでした。というのも、当院では
2010年に増築した南棟と酒田医療センター
で既にアラクサラのスイッチを採用しており、
VLAN（※3）で仮想ネットワークを運用して
きた実績があったからです。そこで、故障もな
く安定稼働の実績があるアラクサラのスイッ
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チで、病院のネットワーク全体を統合するの
が賢明だろうと判断しました。

齊藤　運用面から言うと、フロアスイッチで
あるAX2530SがSDカード1枚で保守でき
る点を評価しました。これまでは、スイッチを
交換する際には新しいスイッチにコンフィグ
を設定する必要があったのですが、アラクサ
ラのスイッチは設置後にコンフィグを組み込
んだSDカードを挿し込むだけでリストアで
きるので、作業者のスキルに依存せず、ダウ
ンタイムも最小限で済むというメリットがあ
ります。

L2ループ検知機能と運用管理
ツール（AX-NU）を用いて
ループを可視化

――導入の流れをお聞かせください。
佐々木　2016年の夏に検討を開始し、秋に
はアラクサラにAX8616Sのデモを依頼。こ
こでの評価をもとに採用を決めました。
2017年1月よりネットワークの構築に入り、
3月に切り替えています。

――その際に何か苦労などありましたか。
齊藤　既存の情報系ネットワークには、把握
していなかった野良ハブが多数あったり、配
線が複雑に入り組んでいたりで、それらを調
査・整理する作業が大変でした。とはいえ、協
力企業の支援などもあって、2カ月という短
期間で新しいネットワークに切り替えること
ができました。

――新たなネットワークの構成についてお
聞かせください。
佐々木　内部冗長構成をとったコアスイッチ
（AX8616S）を本館に置き、大容量データ
の流れるサーバスイッチ（7台）と放射線科の
フロアスイッチ（1台）間は10Gのリンクアグ
リゲーション(※4)で接続しています。東西棟
と南棟のフロアスイッチ（AX2530S）間は
1Gのネットワークをリンクアグリゲーショ
ンで2本束ねて接続し、2Gの広帯域を確保
しつつシンプルなネットワークを実現してい
ます。

齊藤　運用を効率化するため、運用管理ツー
ル（AX-NU）を活用してL2ループの検知を
可視化。ループが発生した際に通知するとと
もに、該当するポートを自動で即時シャット
ダウンすることで障害の拡大を防いでいま
す。また、発生箇所をツールの画面にアイコ
ンで表示させ、ループの起こった箇所を瞬時
に特定しリカバリーできるようにしています。

SDカードによるコマンドレス保
守で代替機の迅速な設置を実現

――導入の効果についてお聞かせください。
佐々木　VRF機能を使って1台の筐体に基
幹系と情報系のネットワークを仮想的に統
合したことで、シンプルな構成が実現しまし
た。また、画像など大容量ファイルを扱うこ
とが多い放射線科のスイッチを10G、基幹
系と情報系を1Gとしたことで、ネットワー
クの高速化も実現しています。中でも情報
系のネットワークはフロアスイッチの高速
化に加え、性能のボトルネックとなっていた
野良ハブの撤去により大幅にレスポンスが
向上。医師や職員からも快適になったとい
う声が上がっています。

齊藤　運用の効率化についても期待通りの
結果が出ています。まず、ループ検知機能と
運用管理ツールの利用により、ループ障害
が局所化されました。これまではループが
発生すると、人海戦術でフロアスイッチや
その先の回線を調べ、かなりの時間をかけ
て場所を特定していましたが、現在は5分～
10分で特定しリカバリーできるようになっ
ています。

また、SDカードによるコマンドレス保守に
より、スイッチが故障したときの対応も楽に
なりました。以前は、故障時のダウンタイム
は1時間～2時間ほどかかっていましたが、
今では30分以内に短縮されています。特に
外来病棟の場合、ネットワークの停止は医
療サービスに大きな影響を及ぼしますので、
これは大きなメリットです。

佐々木　ネットワークがシンプル化したこ
とで、管理するスイッチやハブ、ネットワーク
の数も減り、私たち医療情報課の負荷も大
きく軽減されました。また、障害対応などに
無駄な時間を取られることがなくなり、シス

テムやネットワークの企画・検討にリソースを
割けるようになったのも大きなメリットです。
――今後の展望とアラクサラに対する期待
についてお聞かせください。
齊藤　2018年4月に3つの診療所が当機構
に参入する予定となっており、現在のネット
ワークに統合することを考えています。加え
て、酒田市内のクリニックや療養型の病院、
老健施設などと、電子カルテや患者番号の
共有化を進める計画が進んでいますので、そ
の作業に注力していければと思います。

佐々木　そうした意味でも、アラクサラには
引き続き支援をいただきたいと思っていま
すので、今後ともよろしくお願いします。

――ありがとうございました。
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ネットワーク・パーティション（VRF）：1台
のスイッチの中に複数のルーティングテーブル
を持たせることによって、仮想的に複数のス
イッチとして動作させる機能。

（※１）

フォールト・トレラント・スイッチ：スイッチ
1台に2台分の装置を実装し、物理的／論理的な
シンプルさを実現したスイッチ。

（※2）

VLAN：スイッチ内部でLANセグメントを論理
的に分割する技術。

（※3）

リンクアグリゲーション：複数の回線を仮想的
に1本の回線にまとめることで、通信速度や耐
障害性を高める技術。

（※4）
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て、酒田市内のクリニックや療養型の病院、
老健施設などと、電子カルテや患者番号の
共有化を進める計画が進んでいますので、そ
の作業に注力していければと思います。

佐々木　そうした意味でも、アラクサラには
引き続き支援をいただきたいと思っていま
すので、今後ともよろしくお願いします。

――ありがとうございました。
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